
SQL Server の価格とライセンス
要旨
SQL Server 2005 は、次の 3 つのライセンス モデルで提供される予定です。 

サーバー ライセンスとデバイス クライアント アクセス ライセンス (CAL)。Microsoft サーバー製品を実行するコンピュータ用のライセンス、および各クライアント デバイス用の CAL が必要です。 

サーバー ライセンスとユーザー クライアント アクセス ライセンス (CAL)。Microsoft サーバー製品を実行するコンピュータ用のライセンス、および各ユーザー用の CAL が必要です。 

プロセッサ ライセンス。SQL Server を実行するオペレーティング システム環境において、各 CPU につき 1 つのライセンスが必要です。このライセンスでは、無制限数のクライアント デバイスによるアクセスが許諾されます。 

このドキュメントでは、SQL Server 2005 のお客様を対象に、ライセンスに関する重要な考慮事項について説明します。
SQL Server 2005 のサーバー ライセンスと CAL ライセンス
SQL Server 2005 では、個別のサーバー ライセンス (Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition) が、デバイスごとまたはユーザーごとのクライアント アクセス ライセンス (CAL) と組み合わせて提供されます。サーバー ライセンスと CAL ライセンスの組み合わせは、Web ベース以外のシナリオで SQL Server を使用するユーザーに便利です。
サーバー ライセンス。サーバー ライセンス (Workgroup Edition、Standard Edition、または Enterprise Edition 用) は、該当エディションの SQL Server ソフトウェアまたはそのいずれかのコンポーネント (Analysis Services など) を実行するオペレーティング システム環境ごとに必要となります。
デバイス CAL。SQL Server デバイス CAL は、Microsoft SQL Server のサービスまたは機能を、PC、ワークステーション、端末、PDA、携帯電話などのデバイスから使用またはアクセスするために必要となります。1 台のデバイスに対して複数のユーザーが存在する環境 (コール センターなど) では、多くの場合、サーバー ライセンスとデバイス CAL モデルの方が費用効果が高くなります。マルチプレキシング (多重化) についてのセクションを参照して、すべてのデバイスが適切にライセンスされていることを確認してください。ただし、SQL Server 間のみで行われる通信や、従業員間の手動によるデータ転送は例外です。
ユーザー CAL。SQL Server ユーザー CAL は、いずれかのエディションの Microsoft SQL Server のサービスまたは機能を、従業員、顧客、パートナーなどのユーザーが使用またはアクセスするために必要となります。1 人のユーザーが複数のデバイスを使用する (たとえば、1 人のユーザーがデスクトップ PC、ラップトップ、PDA などを所有する) 環境では、多くの場合、サーバー ライセンスとユーザー CAL モデルの方が費用効果が高くなります。
CAL はソフトウェアではありません。サーバー ソフトウェアへのアクセスをデバイスまたはユーザーに許諾する、法的な文書です。1 つのデバイス CAL は、1 台のデバイスに対して複数のサーバーへのアクセスを許諾します。ただしこの場合、CAL のバージョンは、全サーバー中の最新バージョンと同じである必要があります。1 つのユーザー CAL は、1 人のユーザーに対して複数のサーバーへのアクセスを許諾します。 

SQL Server 2005 のプロセッサ ライセンス
マイクロソフトは、複雑さを緩和するため、プロセッサに基づくライセンス モデルを提供しています。プロセッサ ライセンスは、どの種類のアプリケーションにも使用できます (Web ベースのシナリオに限定されません)。
プロセッサ ライセンス。プロセッサ ライセンスは、SQL Server またはそのいずれかのコンポーネント (Analysis Services など) を実行するオペレーティング システム環境ごとに必要となります。このライセンスは、無制限数のユーザーまたはデバイスに対し、ファイアウォールの内側または外側からの接続を許諾します。プロセッサごとのライセンス モデルでは、お客様は、サーバー ライセンスまたはクライアント アクセス ライセンス (CAL) を追加購入する必要はありません。
プロセッサ ライセンスは、Enterprise Edition、Standard Edition、および Workgroup Edition で利用できます。また、場合によっては、より単純なライセンス モデルとして活用できます。
マルチプレキシング (多重化) : ミドルウェア、トランザクション サーバー、および複数階層アーキテクチャの使用
特定のサーバー上のソフトウェアに直接アクセスあるいはこれを利用するデバイスの数を減らす目的で、マルチプレキシング (多重化) またはプーリングと呼ばれるさまざまな形態のハードウェアまたはソフトウェアを導入したネットワーク構成が構築されることがあります。このようなハードウェアまたはソフトウェアのマルチプレキシングまたはプーリングを使用しても、SQL Server ソフトウェアにアクセスまたは使用するために必要なクライアント アクセス ライセンス (CAL) の数は減りません。マルチプレキシング (プーリング) ソフトウェアまたはハードウェアのフロント エンドに接続する個々のデバイスまたはユーザーに対して、それぞれ 1 つの CAL が必要となります。 

[image: image30.emf]
図 1 : マルチプレキシング。SQL Server に間接的にアクセスするユーザーまたはデバイスにも、CAL が必要です。
これは、SQL Server と、そのデータ、サービス、または機能を最終的に使用するクライアント デバイスの間に、ハードウェアおよびソフトウェアの階層がいくつ存在しているかに関係ありません。ただし、従業員間の手動によるデータ転送は例外です。たとえば、ある従業員が Excel 形式のレポートを別の従業員に送信する場合、受信側の従業員には CAL は必要ありません (なんらかの形でこのレポートが SQL Server にアクセスしない限り)。また、SQL Server 間のみで行われる通信も例外です。
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図 2 : マルチプレキシング。手動によるレポート転送では、このレポートが SQL Server にアクセスしない限り、CAL は不要です。
パッシブ サーバーとフェールオーバーのサポート
SQL Server の新機能の 1 つは、拡張されたフェールオーバーのサポートです。たとえば、1 台のサーバーに障害が起きた場合に、別のサーバーがこの処理を引き継ぎ、復元し、続行できるように、SQL Server を実行する 2 台以上のサーバーを構成できます。SQL Server 2005 では、次の 3 種類のフェールオーバーがサポートされます。
· データベース ミラーリングは、データベースの可用性を高めるための、SQL Server 2005 の新しいテクノロジです。データベース ミラーリングでは、トランザクション ログ レコードを、あるサーバーから別のサーバーに直接転送し、スタンバイ サーバーにすばやくフェールオーバーできます。 
· フェールオーバー クラスタリング。フェールオーバー クラスタリングは、アプリケーションやハードウェアに障害が起きた場合、またはオペレーティング システム エラーが発生した場合に、オペレーティング システムと SQL Server 2005 が連携して可用性を維持するプロセスです。フェールオーバー クラスタリングでは、重要なリソースが、障害の起きたコンピュータから同様に構成されたサーバーに自動的に転送されるように構成することで、ハードウェアの冗長性を実現します。 
· バックアップ ログ配布。ログ配布では、データベースのトランザクション ログを、スタンバイ サーバー上の別のデータベースに自動的にコピーして復元することで、SQL Server データベースの可用性を高めます。スタンバイ データベースは、元のデータベースに加えられた変更をすべて受信するため、元のデータベースとまったく同じものになります。両者の内容の違いは、コピーと読み込みプロセスにかかる遅延時間の分しか発生しません。元のプライマリ サーバーが使用できなくなった場合は、スタンバイ サーバーを新しいプライマリ サーバーとして使用できます。元のプライマリ サーバーが再び使用可能になった場合は、新しいスタンバイ サーバーとして使用できます。つまり、2 つのサーバーの役割が事実上入れ替わることになります。
フェールオーバーをサポートする場合、一方のサーバーはパッシブ サーバーとなります。パッシブ サーバーの目的は、障害の発生した別のサーバーのデータと情報を取り込むことです。パッシブ サーバーに搭載されたプロセッサ数が、アクティブ サーバーのプロセッサ数と同じかそれ以下であれば、パッシブ サーバーにはライセンスは必要ありません。パッシブ サーバーは、アクティブ サーバーの役割を 30 日間引き継いで実行できます。それ以降は、適切なライセンスが必要となります。
データベース ミラーリングとフェールオーバー クラスタリングは、Standard Edition および Enterprise Edition で使用できます。バックアップ ログ配布は Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition で使用できます。
[image: image1.png]002



[image: image3.wmf]
図 3 : パッシブ サーバー。パッシブ サーバーでは、それに対するクエリが実行されない限り、ライセンスは不要です。
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図 4 : パッシブ サーバー。スナップショット レポートに対するクエリの実行が開始されると、パッシブ サーバーにライセンスが必要となります。
マルチコア
マルチコア プロセッサとは、"コア" と呼ばれる演算処理ユニットが、1 つのチップ上に複数搭載されたプロセッサであり、コンピュータの処理能力を高める上で大きな効果があるとされています。マイクロソフトは、プロセッサ内のコア数に関係なく、個々のプロセッサに同額のライセンスを適用することで、この分野におけるリーダーシップを担ってきました。これとは対照的に、Oracle では 1 つの "コア" を 3/4 個分のプロセッサと見なし、プロセッサごとにこれらを四捨五入して整数となるように処理しています。IBM では、2 つのポリシーを並行して導入しています。具体的には、x86 プラットフォームのユーザーにはプロセッサ単位で課金し、IBM POWER5 ベース システムのユーザーにはコア単位で課金しています。
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図 5 : マルチコア。Oracle および IBM のライセンス要件とは異なり、SQL Server ではこの図のいずれの場合でも、必要となるのは 1 つのプロセッサ ライセンスのみです。
仮想化とマルチインスタンス
仮想化とは、広い意味では "仮想環境" でソフトウェアを実行することとして定義されます。仮想環境は、オペレーティング システム (OS) がなんらかの方法でエミュレートされるとき、または物理的なハードウェア上で直接実行されないときに使用されます。
ソフトウェアを仮想化すると、1 つまたは複数のアプリケーションとそれに関連付けられたオペレーティング システムを、それぞれの仮想環境内の 1 台の物理サーバー上で実行できます。仮想化シナリオの利点の 1 つは、複数のアプリケーションを、OS レベルではそれぞれが分離された状態で、1 台のサーバー上で同時に実行できることです。
ソフトウェアの仮想化のオプションの 1 つとして、マルチインスタンスがあります。この場合は、1 つのアプリケーションの複数コピーを、OS の単一のコピー上で同時に実行します。SQL Server 2005 のマルチインスタンスは、仮想環境と物理環境のいずれでも使用できます。マルチインスタンスを使用する方が、SQL Server 2005 のコピー間でより高度な分離を実現できますが、これは OS レベルではなくアプリケーション レベルでの分離となります。
SQL Server 2005 を仮想オペレーティング環境内で実行する場合は、仮想オペレーティング環境ごとに少なくとも 1 つのライセンスが必要です。1 つの仮想オペレーティング環境内では、SQL Server 2005 の複数のコピー (インスタンス) を実行できます。この場合は、次のようなライセンスが必要です。
サーバー ライセンスおよび CAL
Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition では、1 つの仮想または物理オペレーティング環境につき、無制限数のインスタンスを使用できます。これまでは、複数のインスタンスを使用できるのは、サーバー ライセンスの適用された Enterprise Edition のみでした。サーバー/CAL モデルを採用する上で、これは大きな利点となります。
SQL インスタンスが含まれる仮想または物理オペレーティング環境ごとに、1 つのサーバー ライセンスが必要です。
プロセッサごとのライセンス
Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition では、1 つの仮想または物理オペレーティング環境につき、無制限数のインスタンスを使用できます。 

SQL Server 2005 を実行する各仮想オペレーティング環境では、仮想コンピュータがアクセスするプロセッサごとに、1 つのプロセッサ ライセンスが必要です。物理オペレーティング環境で SQL の 1 つのコピーを実行する場合は、この物理サーバーの全プロセッサに対して個別にプロセッサ ライセンスが必要となります。
仮想コンピュータのパッシブ コピー/移動
コンピュータ上で "実行されていない" 仮想環境内にインストールされている SQL Server 2005 のパッシブ コピーには、ライセンスを購入する必要はありません。仮想コンピュータ上で実行される SQL Server 2005 のコピーは、サーバー間では 90 日ごとにしか移動できません。実行されている仮想コンピュータのコピーは、"ライセンスの適用された" サーバー間では、いつでも移動できます。
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図 6 : この例では、2 つの仮想オペレーティング環境があります。それぞれの環境では、3 つの SQL インスタンスが実行されています。1 つの仮想オペレーティング環境にごとに 1 つの SQL ライセンスのみが必要になるため、合計で 2 つの SQL ライセンスが必要となります。
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図 7 : この例では、1 つのボックス内に 4 つの物理プロセッサが存在します。このサーバーでは、2 つの仮想オペレーティング環境で SQL が実行され、別の 2 つの仮想オペレーティング環境で BTS が実行されています。
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図 8 : この例では、1 つのボックス内に 4 つの物理プロセッサが存在します。このサーバーでは、5 つの仮想オペレーティング環境で SQL が実行され、それぞれ 1 つのプロセッサに仮想的にアクセスします。この場合は、SQL に対して 5 つのプロセッサ ライセンスが必要です。
追加サーバーのビジネス インテリジェンス/コンポーネント
SQL Server 2005 には、Analysis Services、Reporting Services、Integration Services といったビジネス インテリジェンス コンポーネントが含まれます。これらのいずれかのコンポーネントを使用するには、ビジネス インテリジェンスをインストールするサーバーに、有効な SQL Server 2005 ライセンスが適用されている必要があります。これらのコンポーネントが、メインのデータベース サーバーではなく別のサーバー上にインストールされている場合は、それらがインストールされている追加サーバーごとに個別のライセンスが必要となります。
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図 9 : 実行コンポーネントごとのサーバー ライセンス。シナリオ 1 では、1 つの SQL Server が、1 台のサーバー上でそのすべてのコンポーネントと共に実行されています。この場合に必要となるライセンスは 1 つだけです。シナリオ 2 では、1 番目のサーバー上でデータベースを、2 番目のサーバー上で Analysis Services を、3 番目のサーバー上で Reporting Services を それぞれ実行します。この場合は、3 つのサーバー ライセンスが必要です。
WORKGROUP EDITION
小規模な部署や成長企業にとっては、Workgroup Edition は最も使いやすく、最も廉価なソリューションです。SQL Server 2005 の Workgroup Edition は、サーバー ライセンスと 5 つの CAL がバンドルされたもの、個別の CAL、およびプロセッサごとのライセンスによって購入できます。Workgroup には、Workgroup CAL という独自の CAL が用意されています。Workgroup CAL は、Workgroup Edition にのみ使用できます。SQL CAL は、SQL Workgroup Edition を含む、どのエディションの SQL Server 2005 でも使用できます。
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図 10 : SQL Workgroup。Workgroup CAL は、SQL Server Workgroup Edition に対してのみ使用できます。SQL CAL は、どのエディションにも使用できます。
SQL CAL
SQL CAL は、新たに 3 つのプラットフォーム (32 ビット、64 ビット、および IA64) で使用できるようになりました。どの SQL Server 2005 CAL も、プラットフォームに関係なく、ライセンスが適用された任意の SQL 2005 Server に対して使用できます。たとえば、SQL Server Enterprise Edition (64 ビット) を実行するサーバーに、32 ビットの SQL CAL を使用することもできます。同様に、Workgroup Edition (32 ビット) のライセンスが適用されたサーバーに対して 64 ビットの SQL CAL を使用することもできます。
EXPRESS EDITION
Express Edition は、開発者やプログラミング愛好家が、単純なデータ ドリブン アプリケーションを学習、構築、および展開するために最適なエディションです。これは無料でダウンロードできます。
developer Edition
SQL Server Developer Edition は、個別の製品であり、開発およびテスト目的のみに使用されます。これは、開発者またはテスト担当者ごとにライセンスされます。
evaluation Edition
SQL Server Enterprise Evaluation Edition は、評価目的のみで使用されるもので、最長 180 日間使用できます。これは無料でダウンロードできますが、Microsoft の Web サイトから CD を注文することもできます。
SPLA プログラム
SPLA は、サービス プロバイダがホスト環境において SQL Server を提供することを許諾する、唯一のライセンス プログラムです。SPLA によるライセンスは、ホスト プロセッサごと、またはサブスクライバ アクセス ライセンス (SAL) ごとに適用されます。プロセッサ ライセンスは、ホスト環境内のエンド ユーザーがアクセスするプロセッサの数だけ必要となります。一方、SAL は、ホスト環境内のサーバーにアクセスするエンド ユーザーおよびデバイスの数だけ必要となります。 

ISV プログラム
Microsoft® Independent Software Vendor (ISV) Royalty Licensing Program は、Microsoft ソフトウェアを付加価値ソフトウェア ビジネス ソリューションに組み込んで提供する ISV を対象とした、ソフトウェア ライセンス プログラムです。ISV Royalty ライセンス プログラムを使用することで、ISV パートナーは、自社のソフトウェア ビジネス アプリケーションに Microsoft テクノロジを組み込んで、顧客に販売することを容易に行えます。これは、顧客市場の規模の大小を問わず、あらゆるパートナーに対応可能なプログラムです。 
旧バージョンへのダウングレード権
SQL Server 2005 ライセンスを取得したお客様は、EULA (使用許諾契約) に規定されたダウングレード権に従い、旧バージョンの SQL Server を実行できます。同じ方法で、既存の旧バージョンの製品に対してライセンスを追加できます。
アップグレードおよびソフトウェア アシュアランス
SQL Server ライセンスをアップグレードするには、新製品を新規購入するか、または現バージョンのライセンスに加えて、将来のバージョンへのアップグレードを保証するソフトウェア アシュアランス (SA) を購入することで可能になります。 

SA では、新バージョンへのアップグレード権が保証されるだけでなく、分割払い、TechNet Plus、問題解決サポート、延長ライフサイクル ホットフィックス (修正プログラム) サポート、障害復旧を目的とする "コールド" バックアップ、企業内エラー報告、および TechNet Online Concierge Chat を利用できます。SA の詳細については、次の Web サイトを参照してください。http://www.microsoft.com/japan/licensing/sa/default.mspx
価格と割引
SQL Server には、非常に競争力のある推定小売価格 (ERP) が設定されています。また、マイクロソフトでは、大量購入に対してもいくつかのオプションを用意し、ボリューム ライセンス プログラムに基づいて、ERP からの大幅な割引を実現しています。 

詳細情報
詳細情報については、次の Web サイトを参照してください。
www.microsoft.com/japan/sql/howtobuy
ここでは、よく寄せられる質問 (FAQ)、推定小売価格、使用許諾契約 (EULA) のサンプルなど、さまざまな追加情報と詳細情報を紹介しています。
主要なエディションの概要
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このドキュメントに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
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